
統計量：相関の検定

相関行列（ノンパラ偏相関行列も可）

 複数の変数の相関行列を出力し，検定を行い

ます

 ノンパラメトリックに適用する偏相関行列

（順位偏相関行列）も出力可

→要約の相関行列と異なるのはこの点です
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可）

 複数の相関係数を一度に求めます

 転倒データを選びます

 ①[統計量]－②[相関の検定]－③[相関行列（ノンパ

ラ偏相関行列も可）] を選びます

 ④[変数（2つ以上選択）]から相関を求めたい変数を

選びます

 ここでは身長，体脂肪率，体重を選んでいます

 ⑤[相関のタイプ]は，4つあります

 ピアソンの相関係数：データがすべて正規分布に従う

とき

 スピアマンの順位相関：少なくとも1つが正規分布に従

わないとき

 偏相関：2つの相関に対して残りの変数の影響を除外し

た相関係数を出力します

 順位偏相関：少なくとも1つが正規分布に従わないとき，

偏相関を求めたい場合に用います

 ここでは，ピアソンの積率相関を選びます

 ⑥ [OK]をクリック
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可） 結果

ピアソンの積率相関の結果出力を示しま

す

①それぞれの相関係数を出力します

②相関係数の検定結果を出力します

 p<0.05で有意な相関となります

 ゆえに，この例での変数はすべて，有意な相

関関係にあります
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可） 結果

散布図も同時に出力されます

 データの並びは相関が高くなるほど，円形か

ら楕円形に近づきます

 データの並びが曲線的になっていないか，外

れ値が存在しないかなどを注意して観察しま

す
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可）

スピアマンの順位相関を求める場合を示し

ます

転倒データを選びます

①[統計量]－②[相関の検定]－③[相関行列

（ノンパラ偏相関行列も可）] を選びます

 ここでは運動週間.1週間の日数.，身長，体脂肪

率を選んでいます

④ [変数（2つ以上選択）]から相関を求め

たい変数を選びます

⑤[相関のタイプ]は，スピアマンの順位相

関を選びます

 スピアマンの順位相関：少なくとも1つが正規分

布に従わないとき

 ここでは，[運動習慣.1週間の日数.]が間隔尺度か

つ正規分布に従っていません

⑥ [OK]をクリック
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可） 結果

スピアマンの順位相関の結果出力を示しま

す

①それぞれの相関係数を出力します

②相関係数の検定結果を出力します

 p<0.05で有意な相関となります

 ゆえに，この例では身長と運動習慣，身長と体脂

肪率は有意な相関関係にありますが，運動習慣と

体脂肪率は有意な相関関係にありません
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可）

偏相関を求める場合を示します

転倒データを選びます

①[統計量]－②[相関の検定]－③[相関行

列（ノンパラ偏相関行列も可）] を選び

ます

④ [変数（2つ以上選択）]から相関を求

めたい変数を選びます

 ここでは身長，体脂肪率，体重を選んでい

ます

⑤[相関のタイプ]から偏相関を選びます

⑥ [OK]をクリック
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可） 結果

偏相関の場合の結果出力を示します

①それぞれの相関係数を出力します

 相関係数がピアソンの積率相関の時と異なり

ます

 例えば，体脂肪率と体重の相関に関して，身

長の影響を取り除いた結果，相関係数がピア

ソンの積率相関の時より高くなっています

②相関係数の検定結果を出力します

 p<0.05で有意な相関となります

 例えば身長と体重の4.184401e-17は

4.184401×10-17（10-

17=0.00000000000000001）であり，

0.00000000000000004184401となります
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可）

順位偏相関を求める場合を示します

転倒データを選びます

①[統計量]－②[相関の検定]－③[相関行

列（ノンパラ偏相関行列も可）] を選び

ます

④ [変数（2つ以上選択）]から相関を求

めたい変数を選びます

 ここでは運動週間.1週間の日数.，身長，体脂

肪率を選んでいます

⑤[相関のタイプ]から順位偏相関を選び

ます

⑥ [OK]をクリック

 [運動習慣.1週間の日数.]は間隔尺度で，正規

分布に従っていません

 変数のうち1つでも正規分布に従わなければ，

順位偏相関となります
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統計量：相関の検定
相関行列（ノンパラ偏相関行列も可） 結果

順位偏相関の場合の結果出力を示し

ます

①それぞれの相関係数を出力します

 スピアマンの順位相関係数を用いていま

す

 例えば，運動習慣と身長の相関に関して，

体脂肪率の影響を取り除いた結果，相関

係数がスピアマンの順位相関の時より高

くなっています

②相関係数の検定結果を出力します

 p<0.05で有意な相関となります

 身長と運動習慣，身長と体脂肪率は有意

な相関関係にありますが，運動習慣と体

脂肪率は有意な相関関係にありません
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